
１　東京都中央卸売市場(平成28年8月)の青果物取扱について
○

○

○

野菜+果物 野菜 果物 野菜+果物 野菜 果物 野菜+果物 野菜 果物

169,053 128,707 40,346 10,704 8,128 2,575 7,170 4,673 2,497

161,656 125,582 36,074 9,991 7,552 2,439 6,558 4,432 2,126

(105) (102) (112) (107) (108) (106) (109) (105) (117)

165,740 125,659 40,081 10,543 8,003 2,540 7,406 5,029 2,376

(102) (102) (101) (102) (102) (101) (97) (93) (105)

45,534 30,231 15,304 3,133 2,241 892 2,211 1,364 848

48,762 33,493 15,269 3,468 2,578 890 2,325 1,504 821

(93) (90) (100) (90) (87) (100) (95) (91) (103)

44,036 29,759 14,277 3,151 2,311 840 2,224 1,428 796

(103) (102) (107) (99) (97) (106) (99) (96) (106)

1～8月 年間計 年間比 1～8月 年間計 年間比 千葉 北海道 青森

1,263,211 149,037 12.7% 8.1% 5.6%

1,274,224 1,997,926 63.8 143,149 12.3% 8.2% 5.6%

99 104

1,299,955 2,021,004 64.3 144,849

97 103

374,026 39,590 8.5% 4.4% 6.0%

378,289 566,432 66.8 39,464 8.4% 4.5% 5.9%

99 100

348,121 529,658 65.7 35,173

107 113

《参考》
平成27年実績
(1～12月計)

　平年値※1

　(平年比) 　シェア( 10.1%)

(単位：t，百万円，％)

※1：平年値は平成22,24,25,26,27年の5ヵ年平均。
※2：市場計は東京都中央卸売市場における総計を表す。  茨城県：金額シェア(10.0%)，数量シェア(11.1%)

 千葉県：金額シェア( 8.0%)，数量シェア(11.7%)
 北海道：金額シェア( 6.2%)，数量シェア(11.8%)
 青森県：金額シェア( 6.0%)，数量シェア( 5.6%)

　平年値※1

　(平年比) 　シェア(11.1%)

金
額

　H28 ←シェア( 10.6%)

　H27

　(前年比) 　シェア( 10.4%)

数
量

　H28 ←シェア(11.8%)

　H27

　(前年比) 　シェア(11.2%)

(単位：t，百万円，％)

東京都中央卸売市場における青果物取扱数量及び金額(平成28年1～8月計)

市場計 ※2 茨城 他県のシェア(1～8月計)

 (平年比)

金
額

　H28

　H27

 (前年比)

　平年値※1

 (平年比)

数
量

　H28

　H27

 (前年比)

　平年値※1

東京都中央卸売市場における青果物取扱数量及び金額(平成28年8月単月)

8月
市場計 ※2 茨城 千葉

茨城県の1～8月計の青果物入荷量は平年比103％(シェア11.8％)、取扱金額は同113％(シェア10.6%)と
なった。

茨城県農産物販売推進東京本部情報

平成28年 9月

市場全体では、キャベツ、レタス類の主産地の群馬県、長野県における出荷前進化の影響及び抑制トマ
トの主産地である関東地域で8月中下旬の入荷量が増加したことから、野菜の入荷量が平年比102％、果
実は幸水梨の7月の出荷始めの入荷が少なかった分が8月に先送りとなったこと、ブドウの出荷が天候に
恵まれ前進化したことにより平年比101％、青果計では同102％であった。
茨城においても、8月中下旬にトマト類、ピーマン等の果菜類の入荷量が増えたことから野菜の入荷量
が平年比102％、果実は幸水梨の入荷量が平年並みであり、豊水梨、すいか類の入荷量が多かったこと
から平年比101％であった。

販売金額は、市場全体では主力産地の東北地域以北の断続的な降雨による不作からダイコン等の根菜
類、タマネギ、バレイショの相場が入荷量減による価格高で展開され野菜は平年比102％，果実は日本
ナシ、ブドウ類の入荷量増加に対し単価が堅調に推移したことから同107％、青果計では同103％であっ
た。茨城は、野菜がピーマン等の単価安から平年比97％、果実がアールスメロン、小玉スイカの盆前単
価が堅調であったことから平年比106％であった。



２　東京都中央卸売市場（平成28年8月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高

前年比％ 平年比％
平年比％
(全国）

前年比％ 平年比％
平年比％
（全国）

前年比％ 平年比％

1,332 97 85 100 283 103 111 111 377,294 100 96

450 89 92 93 590 104 120 119 265,410 93 111

530 99 111 106 243 61 58 59 128,925 60 65

650 92 91 104 180 84 95 98 116,794 77 86

550 86 99 95 189 84 110 105 104,174 72 108

230 111 122 125 452 114 120 111 103,913 126 154

8,128 108 102 102 276 81 95 99 2,240,774 87 97

165 82 81 85 495 118 124 112 81,568 96 103

88 100 60 97 263 100 134 102 23,203 100 86

2,162 100 100 115 345 97 104 93 745,873 97 103

2,575 106 101 101 346 95 104 106 892,019 100 106

・ネギ

・レンコン

・ミズナ

・なす

・かんしょ

・ミニトマト

・日本なし類

※平年比は、平年値に対する本年値の割合を表す。
（平年値は平成22,24,25,26,27年の5ヵ年平均値）

　野菜類の入荷量は8,128トン（前年比108％，平年比102％），単価は276円/kg（前年比81％，平年比95％）。
  果実類の入荷量は2,575トン（前年比106％，平年比101％），単価は346円/kg（前年比95％，平年比104％）。

品目
数量 t 単価　 円／㎏ 金額 千円

野菜

ねぎ

レンコン

ミズナ

なす

かんしょ

ミニトマト

野菜類計

　　★詳細は、茨城県農産物販売推進東京本部　ホームページ「市場情報（青果物）」をご覧ください
　　　　　http://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/toryuse/data.html

果実

メロン類

すいか類

日本なし類

果実類計

茨城県産ネギは、8月上中旬入荷量は平年並であったが下旬に大幅に減り平年比85％、市場全体では秋田県等夏ネギ主産地からの入荷量が多かったことにより平年比
100％と平年並であった。単価は高めに推移し、茨城県産は前年比103％、平年比111％、金額は前年比100％、平年比96％であった。

茨城県産レンコンは、8月中下旬の入荷量が平年より少なかったことから、入荷量は平年比92％、市場全体でも平年比93％であった。入荷量が少ないことから単価は高めに
推移し、前年比104％、平年比120％、金額は前年比93％、平年比111％であった。

茨城県産ミズナは、8月上旬が多く、中下旬は平年並となったものの月間を通して多く、平年比111％であった。市場全体では、他産地からの入荷が少なかったが、茨城県産
入荷量が全体の90％を占めることから同106％と多かった。入荷量が多かったことと、ホウレンソウ、小松菜等の葉物類の入荷量が潤沢であったことから相場は安値展開とな
り、茨城県産の単価は前年比61％、平年比58％、金額は前年比60％、平年比65％であった。

　　(果実）

茨城県産日本ナシ類の入荷量は平年比100％と平年並であったが、市場全体では千葉県等からの入荷量が多かったことにより同115％であった。価格は盆明けの単価の低
下が大きかったものの月間では平年並に推移し、茨城県産は前年比97％、平年比104％、金額は前年比97％、平年比103％であった。

茨城県産カンショは、8月上中旬入荷量が平年より多かったものの、下旬が減少したため月全体では平年比99％と平年並、市場全体では千葉県、徳島県等の主産地からの
入荷量が少なく、同95％であった。単価は前年を下回ったものの堅調に推移し、茨城県産は前年比84％、平年比110％、金額は前年比72％、平年比108％であった。

茨城県産ミニトマトは、天候に恵まれ下段の着果が良好だったことから８月中下旬の入荷量が増加し、平年比122％、市場全体でも主産地である東北地域以北からの入荷量
が多く、同125％であった。入荷量は潤沢であったが相場は高値展開となり、茨城県産単価は前年比114％、平年比120％、金額は前年比12６％、平年比154％であった。

茨城県産なすは、8月上中旬の高温乾燥により肥大が停滞気味となり、収量が減少し、平年比91％と少なかった。市場全体では主産地の群馬からの入荷量が多く、同104％
であった。単価は入荷量が少ないため、高単価となった前月から一転して安値相場となり、茨城県産は前年比84％、平年比95％、金額は前年比77％、平年比86％であっ
た。


